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龍
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方
衛
生
組
合

▼特別会計

▼一般会計
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

参
加
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
今
後
ま
た
変
わ
っ
て
い

く
世
の
中
に
、「
は
た
し
て
こ
れ
で

良
い
の
か
？
」「
こ
の
ま
ま
で
大
丈

夫
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
声
を
あ

げ
、
共
に
参
画
し
て
い
く
機
会
に

も
触
れ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
共
に
輝
く
み
ほ
の
会
で
は
、

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
わ

か
ら
な
い
。
で
も
、
何
と
か
な
ら

な
い
の
か
？
」
と
い
う
身
近
な
疑

問
や
問
題
を
気
楽
に
語
り
合
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
参
加
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
様
に
身
近
な
も
の
ご
と
を

き
っ
か
け
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
の

ま
な
ざ
し
が
男
女
共
同
参
画
へ
と

向
い
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
誰
も
が
分
り
や
す
く
、

身
近
な
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
村
内

の
学
校
に
通
う
子
ど
も
を
も
つ
保

護
者
の
目
線
で
書
い
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
参
加
と
参
画

の
違
い
か
ら
。
参
加
は
、
す
で
に

あ
る
も
の
に
加
わ
る
事
。
参
画
は
、

事
業
や
政
策
を
立
ち
上
げ
る
段
階

か
ら
加
わ
る
事
で
す
。

私
は
、
大
谷
小
学
校
で
役
員
活

動
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
子
ど
も
達
の
為
に
、「
こ
れ
で

良
い
の
か
？
こ
こ
を
変
え
る
べ
き

で
は
？
」
と
意
見
を
交
わ
し
合
い
、

今
の
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
作
り

「
参
加
」か
ら「
参
画
」へ

意
識
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か

荒
井
美
幸

変
え
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
活
動
も
参
画
だ
と
思
え
ま
す
。

美
浦
中
学
校
で
も
、
生
徒
会
を
中

心
に
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
自
分

た
ち
の
ル
ー
ル（
校
則
）は
自
分
た

ち
で
考
え
て
変
え
て
い
く
取
り
組

み
、
こ
れ
こ
そ
参
画
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
様
に
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
、
誰
で
も
が
携
わ
っ

て
お
り
、
今
後
も
携
わ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

「
男
女
が
共
に
」の
部
分
も
、
役

員
活
動
の
一
つ
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
委
員
会
」
と
い
う
名
称
が
「
子

育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」
と

名
称
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
子
育

て
は
母
親
が
や
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
子
育
て
に
携
わ
る
全
て
の
方

を
対
象
と
す
る
も
の
へ
と
変
わ
っ

た
こ
と
も
進
歩
で
す
。
さ
て
、
少

し
昔
を
思
い
出
す
と
、
私
が
子
ど

も
の
頃
は
、
中
学
校
で
は
「
男
子

は
技
術
、
女
子
は
家
庭
科
」
と
分

か
れ
て
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
調

べ
て
み
る
と
平
成
２
年
度
か
ら
男

女
が
共
に
学
ぶ「
技
術
・
家
庭
科
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
時
代
の
流
れ
と
共
に
、

自
然
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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野
良
に
一
生
狂
い
も
無
く
て
心
澄
み
切
る
秋
の
月　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

風
に
か
す
か
な
野
焼
き
の
匂
い
暮
れ
て
ひ
っ
そ
り
冬
の
月　
　
　

石
戸
葎
華

月
を
眺
め
て
夜
風
に
当
り
恩
師
偲
ん
で
詠
む
俚
謡　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

月
を
見
上
げ
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
の
世
未
練
の
か
ぐ
や
姫　
　
　

井
戸
賀
龢
道

眩
し
月
光
湖
面
に
落
ち
て
波
が
糸
引
く
金
の
道　
　
　
　
　
　

   

上
野
八
千
代

恩
師
好
月
筑
風
次
い
で
俚
謡
の
手
解
き
感
無
量　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

月
と
芒
は
似
合
い
の
仲
で
風
も
涼
や
か
十
三
夜　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

朝
の
運
動
三
月
も
続
け
や
れ
ば
で
き
る
と
自
分
ほ
め　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

円
い
地
球
を
な
ぜ
傷
つ
け
る
心
痛
め
る
お
月
様　
　
　
　
　
　
　

篠
原
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千
代

無
人
駅
に
も
明
か
り
が
灯
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暗
い
夜
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星
月
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根
秀
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言
葉
探
し
と
わ
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ゃ
月
一
俚
謡
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く
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苦
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花
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連
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島
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く
る
く
る
落
ち
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終
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舞
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湖
面
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満
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の
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悦
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と
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い
た
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湖
畔
今
は
一
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山
岡
亜
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ペ
ダ
ル
踏
み
踏
み
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き
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男
子
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の
明
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で
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に
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山
岸
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霞
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湖
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十
五
夜
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に
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ロ
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消
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と
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咫
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な
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も
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瀬
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澤
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